
　（1） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

進
藤
昭
名
誉
顧
問
を
偲
ぶ 

 

長 

岩 

嘉 

悦 
      

 
                 

 
        

    

進
藤
大
先
輩
の
人
柄
・
性
格
は
、
一

口
で
言
っ
た
ら
温
厚
誠
実
な
人
で
あ
る

と
私
は
思
い
ま
す
。 

 

 

進
藤
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
は
、
昭

和
三
十
年
（
一
九
五
五
年
）
か
ら
県
岳

連
の
お
手
伝
い
し
て
、
進
藤
さ
ん
が
昭

和
三
十
二
年
十
月
に
、
第
十
二
回
静
岡

国
体
に
横
手
高
校
の
監
督
と
し
て
四
名

の
選
手
を
引
率
し
た

こ
と
が
縁
で
始
ま
っ

た
の
で
す
。 

私
は
横
手
高
校
の

Ｏ
Ｂ
で
、
横
手
美
入

野
岳
友
会
を
昭
和
二

十
九
年
に
創
立
し
た

時
の
メ
ン
バ
ー
の
一

人
で
す
。 

 

進
藤
さ
ん
の
山
へ

の
親
し
み
は
、
父
親
か
ら
の
影
響
で
、

幼
稚
園
の
頃
か
ら
小
さ
な
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
っ
て
、
里
山
に
登
り
、
キ
ャ
ン
プ

生
活
も
体
験
し
た
、
初
め
て
高
い
山
に

登
っ
た
の
は
、
小
学
三
年
の
時
、
蔵
王

山
に
登
っ
た
こ
と
だ
と
、「
支
部
設
立
五

十
周
年
記
念
式
典
」
の
講
話
で
述
べ
て

い
ま
す
。 

ス
キ
ー
が
上
手
で
、
高
齢
に
な
っ
て

か
ら
も
、
手
形
山
に
ス
キ
ー
を
滑
り
に

行
っ
て
き
た
と
、
手
紙
で
知
ら
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

 

進
藤
さ
ん
と
の
山
行
は
、
ほ
と
ん
ど

記
憶
は
な
い
で
す
が
、
所
属
団
体
が
違

う
か
ら
で
し
ょ
う
。
高
齢
に
な
っ
て
か

ら
、
平
成
八
年
七
月
に
岡
田
支
部
長
の

古
希
祝
賀
登
山
で
、
沼
沢
山
、
岡
田
山
、 

太
平
山(

黒
森
山)

に
一
緒
に
参
加
し
て 

い
ま
す
。 

 

平
成
十
一
年
設
立
四
十
周
年
記
念 

祝
賀
会
（
男
鹿
磯
乃

家
）
と
、
平
成
二
十

一
年
の
五
十
周
年
記

念
祝
賀
会
（
鶴
の
湯

温
泉
）
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。 

平
成
二
十
六
年
十

一
月
五
日
、
五
十
五

周
年
記
念
祝
賀
会

（
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
）
で
お
会
い
し
た
の
が
最
後
で
し
た
。 

令
和
元
年
十
一
月
、
六
十
周
年
記
念

祝
賀
会
で
お
会
い
す
る
の
を
期
待
し
て

い
ま
し
た
が
、
進
藤
さ
ん
も
保
坂
さ
ん

も
、
体
調
不
良
で
参
加
で
き
ず
、
と
て

も
残
念
で
し
た
。
設
立
会
員
・
名
誉
顧

問
の
出
席
は
、
私
一
人
だ
け
で
し
た
。 

令
和
三
年
十
二
月
に
保
坂
名
誉
顧
問

が
、
令
和
四
年
一
月
に
は
、
進
藤
名
誉

顧
問
が
幽
界
に
旅
立
た
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

 

こ
こ
で
改
め
て
、
ご
功
績
に
対
し
て

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
衷

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
（
合
掌
） 

                 

          
 

    

進 藤 昭 氏 追 悼 
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（2）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

太
平
山
歩
道
整
備
報
告 

鎌 

田 

倫 

夫 
 

進

藤

昭

名

誉

顧

問

を

想

う 
 

佐
々
木 

民 

秀 
進
藤
昭
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、

浴
室
で
倒
れ
救
急
入
院
さ
れ
た
が
、
ま

る
で
眠
る
が
ご
と
く
逝
っ
て
し
ま
っ
た

と
奥
さ
ん
か
ら
知
ら
さ
れ
た
。 

人
一
倍
人
望
篤
く
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ

コ
と
物
静
か
に
接
し
て
下
さ
り
、
支
部

活
動
に
特
段
の
ご
支
援
・
尽
力
を
し
て

頂
い
て
き
た
。
い
つ
も
の
あ
の
笑
顔
が

目
に
浮
か
ぶ
。 

進
藤
さ
ん
は
幼
少
の
頃
は
山
形
県
で

育
ち
、
特
に
ス
キ
ー
技
術
に
は
優
れ
、

戦
後
い
ち
早
く
蔵
王
や
鳥
海
山
を
ホ
ー

ム
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
楽
し
ま
れ
た
よ
う

で
あ
る
。 

創
立
さ
れ
た
初
期
の
秋
田
岳
連
に
於

い
て
も
登
山
技
術
の
指
導
に
当
た
る
な

ど
登
山
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
。 

平
成
元
年
に
は
岡
田
支
部
長
の
下
に

副
支
部
長
と
な
り
、
そ
の
退
任
後
に
も

各
周
年
記
念
事
業
等
に
多
大
な
る
貢
献

を
頂
き
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。 

思
い
出
に
残
る
山
行
と
し
て
は
、
進

藤
さ
ん
が
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
登

り
、
親
し
ま
れ
た
笙
ヶ
岳
、
ま
た
、
自

宅
す
ぐ
近
く
の
日
本
一
低
い
冨
士
山
で

の
花
見
、
そ
し
て
平
成
十
九
年
の
田
代

岳
で
は
、
晴
天
の
下
に
「
岩
木
山
の
奥

に
山
が
う
っ
す
ら
と
見
え
る
が
、
見
え

る
か…

」
と
問
う
と
、
八
十
才
を
過
ぎ

た
進
藤
さ
ん
は
「
オ
レ
に
は
ド
ー
ン
と

目
の
前
に
あ
の
世
の
山
が
見
え
る…

」

で
一
同
大
笑
い…

。 

明
田
冨
士
山
の
山
頂
で
、
進
藤
さ
ん

差
し
入
れ
の
お
弁
当
を
、
皆
で
広
げ
た

こ
と
も
懐
か
し
い
。 

ま
た
、
山
行
の
度
に
趣
味
で
始
め
た

「
帆
立
の
燻
製
」
を
差
し
入
れ
て
下
さ

り
、
色
々
と
お
世
話
下
さ
っ
た
事
の
思

い
出
が
多
い
。 

進
藤
さ
ん
は
終
戦
直
前
の
頃
、
中
島

飛
行
場
に
勤
務
（
奇
縁
に
も
私
の
姉
も

女
子
挺
身
隊
と
し
て
勤
労
）
、
戦
後
国
鉄

に
入
社
し
、
国
見
峠
近
く
の
笹
森
山
に

マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ヴ
の
建
設
に
従
事
し

て
い
た
事
な
ど
、
訪
宅
の
度
ご
と
に
昔

話
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
感

謝
申
し
上
げ
、
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
（
合
掌
） 

             

 

令
和
四
年
度
の
公
益
的
事
業
・
太
平

山
歩
道
整
備
を
、
十
月
二
十
九
日
（
土
）

に
行
っ
た
。 

集
合
場
所
の
二
手
の
又
登
山
口
に
は

八
名
の
参
加
者
と
、
激
励
に
駆
け
付
け

た
堀
井
弘
顧
問
が
集
ま
っ
た
。 

堀
井
顧
問
は
十
日
二
日
、
高
橋
忠
雄

会
員
と
共
に
、
二
手
ノ
又
登
山
口
に
設

置
し
て
い
る
ベ
ン
チ
の
補
修
を
行
っ
て

い
て
、
ベ
ン
チ
は
ペ
ン
キ
も
塗
ら
れ
て

綺
麗
だ
っ
た
。 

佐
々
木
民
秀
顧
問
は
一
足
先
に
出
発
。 

午
前
八
時
、
三
台
の
草
刈
り
機
を
先

頭
に
前
岳
経
由
で
中
岳
を
目
指
す
。 

十
時
三
十
分
、
中
岳
に
到
着
し
、
支

障
木
の
処
理
を
し
て
い
る
佐
々
木
顧
問

と
合
流
。 

二
年
ぶ
り
の
中
岳
の
刈
払
い
で
あ
る
。

草
木
が
生
い
茂
り
、
放
っ
て
お
く
と
数

年
後
に
は
ど
う
な
る
事
か
と
想
像
し
た
。 

神
社
裏
手
の
展
望
台
は
、
有
志
の
支

障
木
処
理
作
業
に
よ
り
、
太
平
山
奥
岳

が
望
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

一
時
間
程
で
神
社
の
周
り
は
綺
麗
に

刈
払
わ
れ
、
茂
み
の
中
の
三
角
点
も
顔

を
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
早
め
の
昼
食
と

し
た
。 

心
配
し
て
い
た
天
候
も
回
復
し
、
支

障
木
の
処
理
に
よ
り
、
秋
田
市
内
の
眺

望
、
そ
し
て
周
辺
の
紅
葉
が
見
事
で
あ

っ
た
。 

下
山
は
、
昨
年
刈
払
い
を
行
っ
た
が
、

も
う
草
木
の
伸
び
て
し
ま
っ
た
、
三
角

井
戸
か
ら
前
岳
女
人
堂
ま
で
の
手
直
し

を
し
な
が
ら
下
る
。 

女
人
堂
で
は
祠
や
鳥
居
の
周
辺
を
登

山
者
が
ゆ
っ
く
り
と
休
憩
出
来
る
よ
う

に
刈
払
っ
た
。 

午
後
三
時
、
二
手
の
又
登
山
口
に
到

着
す
る
頃
に
小
雨
が
降
り
始
め
た
が
、

全
員
無
事
に
下
山
。
参
加
者
の
ご
協
力

で
、
今
年
度
の
歩
道
整
備
は
無
事
に
終

了
し
た
。 

 参
加
者 

佐
々
木
民
秀 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

柴
田
勧 

 

安
藤
金
栄 

歩
仁
内
昌
樹
、

三
浦
昭
男
、
小
松
芳
美 

会
員
外 

戸
松
好
造 

刈払われた中岳神社前広場で集合写真 

H.21.11 50周年記念祝賀会で 
カプセルをオープン 
進藤名誉顧問    佐々木 

 

  

鳥
海
山
山
岳
古
道
調
査
報
告 

佐 

藤 

助 

雄 

鳥
海
山
古
道
に
つ
い
て
十
月
十
七
日

に
、
本
部
か
ら
高
橋
潤
一
氏
が
参
加
し

て
現
地
調
査
を
行
い
、
鳥
海
古
道
の
一

端
を
感
じ
取
っ
て
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。 

当
日
は
、
小
雨
が
混
じ
る
あ
い
に
く

の
天
候
で
し
た
が
、
地
元
矢
島
山
岳
会

か
ら
も
三
名
の
参
加
協
力
を
得
て
、
特

徴
的
な
コ
ー
ス
を
二
か
所
程
歩
き
な
が

ら
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
例
年
よ

り
も
紅
葉
の
時
期
が
若
干
遅
れ
た
関
係

も
あ
り
、
当
日
は
鳥
海
山
の
紅
葉
も
拝

見
し
て
貰
う
事
が
出
来
ま
し
た
。 

雨
脚
も
強
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
途

中
の
休
憩
所
で
、
図
面
や
探
索
会
用
の

資
料
等
で
説
明
し
な
が
ら
、
今
ま
で
の

調
査
の
不
備
や
、
今
後
の
調
査
の
進
め

方
の
指
導
を
受
け
る
事
も
出
来
ま
し
た
。 

 

自
分
を
含
め
て
、
初
め
て
の
事
業
で

も
あ
り
、
全
く
先
が
読
め
な
い
状
況
で
、

今
回
の
古
道
調
査
を
簡
単
に
引
き
受
け

て
し
ま
っ
た
事
に
対
し
て
、
非
常
に
後

悔
し
、
不
安
な
気
持
ち
が
沸
き
上
が
っ

て
き
た
の
が
本
音
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
鳥
海
山
矢
島
口
の
古
道
調

査
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
矢
島
山
岳
会

員
と
何
度
か
協
議
し
、
ま
ず
は
降
雪
前

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し

て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
の
現
地
調
査
や
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
地
点
の
写
真
撮
影
か
ら
始
め

る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
を
取
得
さ
れ
た
も
の

の
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
ソ
フ
ト

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
な
く
て
、
若
手

に
引
き
続
き
作
業
を
進
め
て
も
ら
い
、

写
真
の
整
理
や
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
地
点

の
説
明
資
料
の
作
製
等
、
数
人
で
の
作

業
分
担
を
行
い
な
が
ら
、
成
果
を
少
し

で
も
早
く
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る

の
が
現
在
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。 

 

矢
島
山
岳
会
で
は
、
七
年
程
前
か
ら

鳥
海
修
験
道
（
古
道
）
の
復
元
を
行
い
、

探
索
会
を
開
催
し
て
、
古
の
鳥
海
山
を

楽
し
ん
で
貰
っ
て
い
ま
す
。 

 

最
初
は
、
地
元
小
学
生
を
対
象
と
し

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
に
端
を
発
し
た
物
で
、

若
い
会
員
が
「
古
道
を
復
元
し
た
い
」

と
の
強
い
要
望
で
、
我
々
古
参
の
会
員

が
同
調
し
て
の
事
業
で
し
た
。 

 

三
十
年
以
上
も
前
に
は
、
観
光
行
政

で
刈
払
い
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

も
は
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
状
態
の
藪
に
な
り
、

古
道
を
実
際
に
歩
行
し
た
会
員
も
高
齢

と
な
り
、
心
配
な
事
だ
ら
け
で
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
若
い
会
員
の
強
い

気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
、
未
開
の
地
に
踏

み
込
む
事
を
喜
び
に
変
え
て
挑
む
事
が

出
来
、
矢
島
山
岳
会
で
の
主
要
事
業
の

一
つ
に
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
し
た
。 

ジ
ャ
ン
グ
ル
状
態
の
藪
を
正
に
泳
ぐ

よ
う
に
進
む
事
で
、
私
自
身
も
サ
ン
グ

ラ
ス
二
個
、
腰
な
た
二
本
紛
失
し
、
時

に
は
、
先
頭
に
立
っ
て
道
先
案
内
し
て

い
た
自
分
の
後
に
誰
も
居
な
く
な
っ
て
、

鳥
海
山
の
山
懐
奥
に
、
只
独
り
ぼ
っ
ち

の
笑
え
な
い
状
態
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
、
携
帯
電
話
も
通
じ
ま
せ

ん
。
先
程
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
草
刈
り

機
の
エ
ン
ジ
ン
音
も
全
く
聞
こ
え
ま
せ

ん
。
熊
の
中
に
一
人
置
か
れ
た
感
じ
で

し
た
。 

何
は
と
も
あ
れ
、
毎
年
少
し
づ
つ
古

道
を
探
し
な
が
ら
、
復
元
し
な
が
ら
探

索
会
を
多
く
の
方
々
か
ら
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
山
菜
取
り
の
方
々
の
遭
難
防

止
に
も
役
立
っ
て
い
る
現
状
で
す
。 

そ
ん
な
中
で
、
秋
田
支
部
の
支
部
長

に
就
任
さ
れ
た
佐
藤
和
志
氏
か
ら
の
強

い
要
望
で
の
「
鳥
海
山
古
道
調
査
」
で

し
た
。
当
矢
島
町
出
身
で
大
恩
の
あ
る

佐
藤
支
部
長
の
要
請
と
あ
ら
ば
、
断
る

こ
と
も
出
来
ず
、
ま
た
当
矢
島
山
岳
会

の
活
動
状
況
の
発
表
の
機
会
と
捉
え
、

地
元
の
象
徴
で
あ
り
ま
す
「
国
指
定
史

跡
・
鳥
海
山
」
を
全
国
に
紹
介
す
る
事

に
協
力
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
前
向
き

に
と
ら
え
、
完
成
ま
で
今
少
し
時
間
を

頂
戴
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。 

成
果
品
を
納
品
す
る
ま
で
、
本
部
に

は
当
然
な
が
ら
、
秋
田
支
部
の
皆
様
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
方
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 参
加
者 

佐
藤
助
雄 

三
浦
昭
男 

 

小
松
芳
美 

高
橋
潤
一(

本
会) 

矢
島
山
岳
会 

三
名 

                              

※
全
国
山
岳
古
道
調
査 

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小雨の中、出発前の説明 登拝道入口の標柱 駒の王子碑 



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

太
平
山
歩
道
整
備
報
告 

鎌 

田 

倫 

夫 
 

進

藤

昭

名

誉

顧

問

を

想

う 
 

佐
々
木 

民 

秀 

進
藤
昭
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、

浴
室
で
倒
れ
救
急
入
院
さ
れ
た
が
、
ま

る
で
眠
る
が
ご
と
く
逝
っ
て
し
ま
っ
た

と
奥
さ
ん
か
ら
知
ら
さ
れ
た
。 

人
一
倍
人
望
篤
く
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ

コ
と
物
静
か
に
接
し
て
下
さ
り
、
支
部

活
動
に
特
段
の
ご
支
援
・
尽
力
を
し
て

頂
い
て
き
た
。
い
つ
も
の
あ
の
笑
顔
が

目
に
浮
か
ぶ
。 

進
藤
さ
ん
は
幼
少
の
頃
は
山
形
県
で

育
ち
、
特
に
ス
キ
ー
技
術
に
は
優
れ
、

戦
後
い
ち
早
く
蔵
王
や
鳥
海
山
を
ホ
ー

ム
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
楽
し
ま
れ
た
よ
う

で
あ
る
。 

創
立
さ
れ
た
初
期
の
秋
田
岳
連
に
於

い
て
も
登
山
技
術
の
指
導
に
当
た
る
な

ど
登
山
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
。 

平
成
元
年
に
は
岡
田
支
部
長
の
下
に

副
支
部
長
と
な
り
、
そ
の
退
任
後
に
も

各
周
年
記
念
事
業
等
に
多
大
な
る
貢
献

を
頂
き
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。 

思
い
出
に
残
る
山
行
と
し
て
は
、
進

藤
さ
ん
が
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
登

り
、
親
し
ま
れ
た
笙
ヶ
岳
、
ま
た
、
自

宅
す
ぐ
近
く
の
日
本
一
低
い
冨
士
山
で

の
花
見
、
そ
し
て
平
成
十
九
年
の
田
代

岳
で
は
、
晴
天
の
下
に
「
岩
木
山
の
奥

に
山
が
う
っ
す
ら
と
見
え
る
が
、
見
え

る
か…

」
と
問
う
と
、
八
十
才
を
過
ぎ

た
進
藤
さ
ん
は
「
オ
レ
に
は
ド
ー
ン
と

目
の
前
に
あ
の
世
の
山
が
見
え
る…

」

で
一
同
大
笑
い…

。 

明
田
冨
士
山
の
山
頂
で
、
進
藤
さ
ん

差
し
入
れ
の
お
弁
当
を
、
皆
で
広
げ
た

こ
と
も
懐
か
し
い
。 

ま
た
、
山
行
の
度
に
趣
味
で
始
め
た

「
帆
立
の
燻
製
」
を
差
し
入
れ
て
下
さ

り
、
色
々
と
お
世
話
下
さ
っ
た
事
の
思

い
出
が
多
い
。 

進
藤
さ
ん
は
終
戦
直
前
の
頃
、
中
島

飛
行
場
に
勤
務
（
奇
縁
に
も
私
の
姉
も

女
子
挺
身
隊
と
し
て
勤
労
）
、
戦
後
国
鉄

に
入
社
し
、
国
見
峠
近
く
の
笹
森
山
に

マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ヴ
の
建
設
に
従
事
し

て
い
た
事
な
ど
、
訪
宅
の
度
ご
と
に
昔

話
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
感

謝
申
し
上
げ
、
衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
（
合
掌
） 

             

 

令
和
四
年
度
の
公
益
的
事
業
・
太
平

山
歩
道
整
備
を
、
十
月
二
十
九
日
（
土
）

に
行
っ
た
。 

集
合
場
所
の
二
手
の
又
登
山
口
に
は

八
名
の
参
加
者
と
、
激
励
に
駆
け
付
け

た
堀
井
弘
顧
問
が
集
ま
っ
た
。 

堀
井
顧
問
は
十
日
二
日
、
高
橋
忠
雄

会
員
と
共
に
、
二
手
ノ
又
登
山
口
に
設

置
し
て
い
る
ベ
ン
チ
の
補
修
を
行
っ
て

い
て
、
ベ
ン
チ
は
ペ
ン
キ
も
塗
ら
れ
て

綺
麗
だ
っ
た
。 

佐
々
木
民
秀
顧
問
は
一
足
先
に
出
発
。 

午
前
八
時
、
三
台
の
草
刈
り
機
を
先

頭
に
前
岳
経
由
で
中
岳
を
目
指
す
。 

十
時
三
十
分
、
中
岳
に
到
着
し
、
支

障
木
の
処
理
を
し
て
い
る
佐
々
木
顧
問

と
合
流
。 

二
年
ぶ
り
の
中
岳
の
刈
払
い
で
あ
る
。

草
木
が
生
い
茂
り
、
放
っ
て
お
く
と
数

年
後
に
は
ど
う
な
る
事
か
と
想
像
し
た
。 

神
社
裏
手
の
展
望
台
は
、
有
志
の
支

障
木
処
理
作
業
に
よ
り
、
太
平
山
奥
岳

が
望
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

一
時
間
程
で
神
社
の
周
り
は
綺
麗
に

刈
払
わ
れ
、
茂
み
の
中
の
三
角
点
も
顔

を
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
早
め
の
昼
食
と

し
た
。 

心
配
し
て
い
た
天
候
も
回
復
し
、
支

障
木
の
処
理
に
よ
り
、
秋
田
市
内
の
眺

望
、
そ
し
て
周
辺
の
紅
葉
が
見
事
で
あ

っ
た
。 

下
山
は
、
昨
年
刈
払
い
を
行
っ
た
が
、

も
う
草
木
の
伸
び
て
し
ま
っ
た
、
三
角

井
戸
か
ら
前
岳
女
人
堂
ま
で
の
手
直
し

を
し
な
が
ら
下
る
。 

女
人
堂
で
は
祠
や
鳥
居
の
周
辺
を
登

山
者
が
ゆ
っ
く
り
と
休
憩
出
来
る
よ
う

に
刈
払
っ
た
。 

午
後
三
時
、
二
手
の
又
登
山
口
に
到

着
す
る
頃
に
小
雨
が
降
り
始
め
た
が
、

全
員
無
事
に
下
山
。
参
加
者
の
ご
協
力

で
、
今
年
度
の
歩
道
整
備
は
無
事
に
終

了
し
た
。 

 参
加
者 

佐
々
木
民
秀 

鈴
木
裕
子 

鎌
田
倫
夫 

柴
田
勧 

 

安
藤
金
栄 

歩
仁
内
昌
樹
、

三
浦
昭
男
、
小
松
芳
美 

会
員
外 

戸
松
好
造 

刈払われた中岳神社前広場で集合写真 

H.21.11 50周年記念祝賀会で 
カプセルをオープン 
進藤名誉顧問    佐々木 

 

  

鳥
海
山
山
岳
古
道
調
査
報
告 

佐 

藤 

助 

雄 

鳥
海
山
古
道
に
つ
い
て
十
月
十
七
日

に
、
本
部
か
ら
高
橋
潤
一
氏
が
参
加
し

て
現
地
調
査
を
行
い
、
鳥
海
古
道
の
一

端
を
感
じ
取
っ
て
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。 

当
日
は
、
小
雨
が
混
じ
る
あ
い
に
く

の
天
候
で
し
た
が
、
地
元
矢
島
山
岳
会

か
ら
も
三
名
の
参
加
協
力
を
得
て
、
特

徴
的
な
コ
ー
ス
を
二
か
所
程
歩
き
な
が

ら
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
例
年
よ

り
も
紅
葉
の
時
期
が
若
干
遅
れ
た
関
係

も
あ
り
、
当
日
は
鳥
海
山
の
紅
葉
も
拝

見
し
て
貰
う
事
が
出
来
ま
し
た
。 

雨
脚
も
強
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
途

中
の
休
憩
所
で
、
図
面
や
探
索
会
用
の

資
料
等
で
説
明
し
な
が
ら
、
今
ま
で
の

調
査
の
不
備
や
、
今
後
の
調
査
の
進
め

方
の
指
導
を
受
け
る
事
も
出
来
ま
し
た
。 

 

自
分
を
含
め
て
、
初
め
て
の
事
業
で

も
あ
り
、
全
く
先
が
読
め
な
い
状
況
で
、

今
回
の
古
道
調
査
を
簡
単
に
引
き
受
け

て
し
ま
っ
た
事
に
対
し
て
、
非
常
に
後

悔
し
、
不
安
な
気
持
ち
が
沸
き
上
が
っ

て
き
た
の
が
本
音
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
後
、
鳥
海
山
矢
島
口
の
古
道
調

査
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
矢
島
山
岳
会

員
と
何
度
か
協
議
し
、
ま
ず
は
降
雪
前

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し

て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
の
現
地
調
査
や
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
地
点
の
写
真
撮
影
か
ら
始
め

る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
を
取
得
さ
れ
た
も
の

の
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
ソ
フ
ト

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
な
く
て
、
若
手

に
引
き
続
き
作
業
を
進
め
て
も
ら
い
、

写
真
の
整
理
や
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
地
点

の
説
明
資
料
の
作
製
等
、
数
人
で
の
作

業
分
担
を
行
い
な
が
ら
、
成
果
を
少
し

で
も
早
く
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る

の
が
現
在
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。 

 

矢
島
山
岳
会
で
は
、
七
年
程
前
か
ら

鳥
海
修
験
道
（
古
道
）
の
復
元
を
行
い
、

探
索
会
を
開
催
し
て
、
古
の
鳥
海
山
を

楽
し
ん
で
貰
っ
て
い
ま
す
。 

 
最
初
は
、
地
元
小
学
生
を
対
象
と
し

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
に
端
を
発
し
た
物
で
、

若
い
会
員
が
「
古
道
を
復
元
し
た
い
」

と
の
強
い
要
望
で
、
我
々
古
参
の
会
員

が
同
調
し
て
の
事
業
で
し
た
。 

 

三
十
年
以
上
も
前
に
は
、
観
光
行
政

で
刈
払
い
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

も
は
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
状
態
の
藪
に
な
り
、

古
道
を
実
際
に
歩
行
し
た
会
員
も
高
齢

と
な
り
、
心
配
な
事
だ
ら
け
で
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
若
い
会
員
の
強
い

気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
、
未
開
の
地
に
踏

み
込
む
事
を
喜
び
に
変
え
て
挑
む
事
が

出
来
、
矢
島
山
岳
会
で
の
主
要
事
業
の

一
つ
に
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
し
た
。 

ジ
ャ
ン
グ
ル
状
態
の
藪
を
正
に
泳
ぐ

よ
う
に
進
む
事
で
、
私
自
身
も
サ
ン
グ

ラ
ス
二
個
、
腰
な
た
二
本
紛
失
し
、
時

に
は
、
先
頭
に
立
っ
て
道
先
案
内
し
て

い
た
自
分
の
後
に
誰
も
居
な
く
な
っ
て
、

鳥
海
山
の
山
懐
奥
に
、
只
独
り
ぼ
っ
ち

の
笑
え
な
い
状
態
の
時
も
あ
り
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
、
携
帯
電
話
も
通
じ
ま
せ

ん
。
先
程
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
草
刈
り

機
の
エ
ン
ジ
ン
音
も
全
く
聞
こ
え
ま
せ

ん
。
熊
の
中
に
一
人
置
か
れ
た
感
じ
で

し
た
。 

何
は
と
も
あ
れ
、
毎
年
少
し
づ
つ
古

道
を
探
し
な
が
ら
、
復
元
し
な
が
ら
探

索
会
を
多
く
の
方
々
か
ら
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
山
菜
取
り
の
方
々
の
遭
難
防

止
に
も
役
立
っ
て
い
る
現
状
で
す
。 

そ
ん
な
中
で
、
秋
田
支
部
の
支
部
長

に
就
任
さ
れ
た
佐
藤
和
志
氏
か
ら
の
強

い
要
望
で
の
「
鳥
海
山
古
道
調
査
」
で

し
た
。
当
矢
島
町
出
身
で
大
恩
の
あ
る

佐
藤
支
部
長
の
要
請
と
あ
ら
ば
、
断
る

こ
と
も
出
来
ず
、
ま
た
当
矢
島
山
岳
会

の
活
動
状
況
の
発
表
の
機
会
と
捉
え
、

地
元
の
象
徴
で
あ
り
ま
す
「
国
指
定
史

跡
・
鳥
海
山
」
を
全
国
に
紹
介
す
る
事

に
協
力
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
前
向
き

に
と
ら
え
、
完
成
ま
で
今
少
し
時
間
を

頂
戴
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。 

成
果
品
を
納
品
す
る
ま
で
、
本
部
に

は
当
然
な
が
ら
、
秋
田
支
部
の
皆
様
の

ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
方
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 参
加
者 
佐
藤
助
雄 

三
浦
昭
男 

 

小
松
芳
美 
高
橋
潤
一(

本
会) 

矢
島
山
岳
会 
三
名 

                              

※
全
国
山
岳
古
道
調
査 

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小雨の中、出発前の説明 登拝道入口の標柱 駒の王子碑 



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

秋
田
街
道
山
岳
古
道
調
査
報
告 

 

畠 

山 
 

靖 
①
国
見
峠
の
概
要 

 

国
見
峠
は
、
秋
田
県
仙
北
市
田
沢
湖

生
保
内
と
岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町
橋

場
を
結
ぶ
、
県
境
を
越
え
る
峠
で
あ
る
。

国
見
温
泉
の
南
に
あ
る
笹
森
山
の
南

側
尾
根
の
鞍
部
を
越
え
る
こ
と
か
ら
、

秋
田
佐
竹
藩
と
盛
岡
南
部
藩
の
藩
境

峠
で
あ
っ
た
。
両
藩
で
は
、
境
目
に
番

所
を
置
い
て
往
来
を
監
視
し
、
秋
田
と

盛
岡
を
結
ぶ
最
短
コ
ー
ス
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
街
道
で
あ
る
。 

②
古
道
調
査
実
施 

十
一
月
三
日(

木)

、
秋
田
支
部
と
岩

手
支
部
が
、
五
月
に
実
施
し
た
仙
岩
峠

の
継
続
調
査
と
し
て
国
見
峠
の
調
査

を
合
同
で
実
施
し
た
。 

③
国
見
温
泉
か
ら
古
道
へ 

 

国
見
温
泉
の
南
側
か
ら
入
山
し
、
沢

を
渡
っ
て
斜
面
を
登
り
、
ブ
ナ
や
朴
の

木
の
大
葉
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
落
葉

帯
を
抜
け
る
と
、
笹
森
山
（
九
九
四
ｍ
）

へ
の
分
岐
に
至
り
、
植
生
も
ダ
ケ
カ
ン

バ
な
ど
、
高
山
帯
樹
木
へ
の
変
化
を
楽

し
み
な
が
ら
、
登
っ
て
き
た
標
高
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

笹
森
山
山
頂
か
ら
は
、
奥
羽
山
脈
の

雄
大
な
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
か

つ
て
は
反
射
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た

痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。 

④
従
是
北
東
盛
岡
領 
 

笹
森
山
山
頂
か
ら
二
十
分
ほ
ど
で
、

「
従
是
北
東
盛
岡
領
」
の
石
柱
に
至
る
。

こ
こ
は
、
秋
田
藩
と
盛
岡
藩
と
の
藩
境

石
碑
で
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
年
）

に
幕
府
巡
検
使
の
見
分
に
よ
っ
て
決

ま
っ
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。 

こ
こ
か
ら
北
東
は
、
「
三
日
月
の
丸

く
な
る
ま
で
南
部
領
」
と
伝
え
ら
れ
、

三
日
月
の
頃
に
南
部
領
に
入
り
、
満
月

に
な
っ
て
も
、
ま
だ
南
部
領
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
南
部
領
が
い
か
に
広

大
で
あ
っ
た
か
を
表
わ
し
て
い
る
。 

⑤
難
所
の
古
道
へ 

「
従
是
北
東
盛
岡
領
」
の
石
柱
を
出
発

す
る
こ
ろ
か
ら
雨
模
様
と
な
り
、
全
員
、

雨
合
羽
に
身
を
包
み
、
い
ざ
ク
マ
ザ
サ

が
密
生
す
る
古
道
へ
。 

 

尾
根
筋
の
道
無
き
道
を
雨
に
打
た

れ
、
笹
藪
を
か
き
分
け
、
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
の
探
求
活
動
は
、
物
好
き
と
い

え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
こ
こ
ま
で
、
ほ

と
ば
し
る
情
熱
を
傾
注
で
き
る
山
仲

間
を
頼
も
し
い
と
思
う
と
と
も
に
、
誇

り
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
山
行
で

あ
っ
た
。 

⑥
古
道
の
早
期
復
活
を 

 

調
査
に
当
た
っ
た
秋
田
支
部
と
岩
手

支
部
の
会
員
が
、
昔
か
ら
食
糧
や
物
資

の
流
通
を
通
じ
て
、
両
県
の
交
通
の
要

で
あ
っ
た
仙
岩
峠
と
国
見
峠
を
調
査

し
た
こ
と
に
よ
り
、
藪
に
埋
も
れ
て
消

え
つ
つ
あ
る
古
道
を
再
整
備
し
、
新
た

な
コ
ー
ス
と
し
て
復
活
さ
せ
た
い
と

の
思
い
は
、
参
加
し
た
関
係
者
全
員
の

願
い
で
あ
り
、
早
期
の
コ
ー
ス
整
備
を

望
む
も
の
で
あ
る
。 

 

参
加
者 

今
野
昌
雄 

歩
仁
内
昌
樹 

三
浦
昭
男 

高
橋
吉
一 

畠
山
靖 

サ
ポ
ー
ト 

佐
藤
和
志 

鈴
木
裕
子 

 
 
 
 
 

南
八
幡
平
山
岳
会 

 

佐
々
木
伸
宏 

岩
手
支
部 

阿
部
陽
子 

高
橋
勇
一 

高
野
修 

   
                     

令
和
四
年
度
晩
餐
会
開
催
さ
れ
る 

 

十
二
月
三
日
、
東
京
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
、
三
年
ぶ
り
に
開
催
。 

 

参
加
者
は
三
四
四
名
。 

 

古
野
会
長
の
挨
拶
の
後
、
物
故
会
員

へ
の
黙
祷
、
新
永
年
会
員
、
新
入
会
員

の
紹
介
等
が
行
わ
れ
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
、

今
、
第
八
波
が
来
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

静
か
な
乾
杯
と
な
っ
た
。 

（
会
報
「
山
」
十
二
月
号
参
照
） 

出
席
者 

佐
藤
和
志 

今
野
昌
雄 

 

当
日
は
、
支
部
連
絡
会
議
が
十
時
か

ら
同
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
佐
藤
和
志

支
部
長
が
出
席
。 

十
二
月
四
日
の
懇
親
山
行
は
「
丹
沢 

弘
法
山
」 

参
加
者 

今
野
昌
雄 

 

会

務

報

告 
 

〇
事
務
局
会
議 

・
十
月
三
十
一
日
午
後
一
時
、
秋
田
市

北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。 

会
報
百
二
十
四
号
、
会
員
名
簿
、
会

員
か
ら
の
投
稿
等
発
送
。
他
。 

古
道
調
査
支
払
い
等
に
つ
い
て
協
議
。 

・
令
和
五
年
一
月
十
七
日
午
後
一
時
、

秋
田
市
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。 

 

本
会
へ
報
告
す
る
「
令
和
五
年
度
予

算
、
令
和
四
年
度
決
算
」
を
協
議
。 

出
席
者 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

 

三
浦
昭
男 

鈴
木
裕
子 

小
松
芳
美 

 

土のぼっと一里塚 

（平成３年設置） 

 

「従是北東盛岡領」の石柱 

 


